
公設試験研究機関（山形県工業技術センター，山形県立園芸試験場，山形県農業研究

研修センター）には、サブコア研究室を配置し応用研究を担うとともに、コア研究室と

共同で複合的な研究課題への取組みを行った。 

研究開発型企業等（日東ベスト株式会社、株式会社機能性ペプチド研究所、和田酒造

合資会社、エムテックスマツムラ株式会社、オプトエレクトロニクス研究会、北斗電工

株式会社、キーコム株式会社）は、製品化に向けた共同開発を担った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 事業内容 

 地域ＣＯＥとしてのネットワーク構築と新技術・新産業の創出を目指し次の事業内容

教育学部・理学部 
農学部・工学部 
大学院理工学研究科 
 

日東ベスト㈱ 
㈱機能性ペプチド研究所 
和田酒造（資） 
エムテックスマツムラ㈱ 
ｵﾌ゚ ﾄｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ研究会 
北斗電工㈱ 
キーコム㈱ 

山 形 県 
・総務部政策企画 
課科学技術振興 
班 

・商工労働観光部 
工業振興課 

・農林水産部 
農業技術課 

生物機能工学事業化研究会 

中核機関：（（財）山形県企業振興公社 
事務局：研究開発部 
業務協力員 
（結集型業務管理課） 
事業総括スタッフ 
（結集型業務推進課） 

 

研究交流促進会議 事 業 総 括 

山
形
大
学 

東北大学大学院工学研究科 

東北工業大学 

生物ラジカル研究所 

研
究
開
発
型
企
業 

 
 
科学技術振興事業団 

 
コ ア 研 究 室 

（山形県企業振興公社： 
山形県高度技術研究開発 
センター内） 

サブコア研究室 
（山形県工業技術 
センター） 

サブコア研究室 
（山形県農業研究研 
修センター畜産研究 
部） 

サブコア研究室 
（山形県立園芸試験場） 
 

研 究 統 括 

研
究
グ
ル
ー
プ
会
議
等 

新技術エージェント 

研究統括補佐 
共同研究推進委員会 
研究代表者会議 
研究成果発表会 
組換え DNA 実験安全委員会 

図１ 事業推進体制 



に取り組んだ。 

ｱ. 地域ＣＯＥとしてのネットワーク構築に向けた取り組み 

① コア研究室整備・サブコア研究室の配置により研究開発拠点を整備し、モレキュ

ラーファーミングの基盤技術の確立を目指す。 

② 研究者ネットワーク・産学官連携による共同研究グループの形成により、新たな

研究開発基盤の構築を行う。 

③ 研究成果の特許化と技術移転の支援、事業化に関する研究会の設置と事業化活動

への支援、ビジネスプランの策定支援により研究成果を基にした事業化・企業化を

推進する仕組みを構築する。 

ｲ. 新技術・新産業の創出に向けた取り組み 

５つのサブテーマの特許化・事業化に向けた研究を促進する。 

 

(４) 事業費 

様式６、７のとおり 




